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 1979 年、気象研究所により東海沖ケーブル式海底地震計が敷設されたのを皮切りに、現在、大学

や研究機関によるものを含め 10 式を超える海底ケーブル観測が行われている。気象庁では、これら

のデータを一元的に活用して地震津波に関する情報発表を行っているが、特に緊急地震速報や津波

警報のような避難までの猶予時間が限られる情報では、震源域近傍でリアルタイム連続観測ができ

る海底ケーブル観測は欠かせないものである。同時に、業務的に自動処理を行う上では、海底観測

特有の処理技術開発、ノイズや機器異常、長期間欠測への対応等も必須となる。 

 近年、DONET や S-net 等、面的な海底ケーブル観測網が敷設されている。これらは震源決定のみな

らず、海外で発生した地震や火山噴火による津波の把握、観測点近傍で発生した地震による津波初

期水位の把握に威力を発揮する。今後、これらの面的な海底観測データの解析技術向上が、さらな

る被害軽減につながることを期待する。 
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